
平成２２年１月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．１６５( １ )

副

会

長

佐

藤

泰

信

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
常
日
頃
よ
り
奥
多
摩
町
社
会
福
祉

協
議
会
の
運
営
に
際
し
ま
し
て
、
多

大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
新
年
を
迎
え
気
分
も
新
た

に
と
新
聞
を
開
け
ば
、
政
権
政
党
が

変
わ
っ
て
も
、
お
金
に
か
か
わ
る
話

は
旧
政
党
と
何
等
変
わ
り
な
し
、
デ

フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル
と
横
文
字
を
躍
ら

せ
騒
ぐ
経
済
不
況
も
打
開
策
な
し
、

又
社
会
全
体
が
殺
伐
と
し
た
事
件
ば

か
り
、
何
を
信
じ
何
に
頼
れ
ば
よ
い

の
か
新
年
か
ら
暗
い
気
持
ち
で
い
ま

し
た
が
、
仕
事
柄
浮
か
ん
で
き
た
の

は
尊
い
教
え
で
し
た
。

そ
れ
は
「
仏
の
心
を
お
こ
す
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
の

こ
と
を
さ
し
お
い
て
、
ひ
と
え
に
他
の
た
め
に
尽
く
す
こ

と
で
あ
る
。
自
分
が
た
と
え
ど
ん
な
立
場
に
あ
っ
て
も
、

決
し
て
、
む
さ
ぼ
ら
ず
惜
し
ま
ず
人
の
邪
魔
を
せ
ず
、
い
つ

も
思
い
や
り
に
み
ち
た
言
葉
を
か
け
、
す
べ
て
の
利
益
に
な

る
よ
う
行
な
い
、
他
と
融
け
あ
っ
て
ゆ
く
と
い
う
こ
と
を
、

心
か
ら
願
い
果
し
続
け
て
ゆ
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
他
の

利
益
は
自
分
の
利
益
で
あ
り
、
他
の
喜
び
が
自
分
の
悦
び
で

あ
る
と
い
う
道
理
を
、
よ
く
見
き
わ
め
味
っ
て
、
お
ろ
そ
か

に
し
て
は
い
け
な
い
」
（
曹
洞
宗
修
証
儀
「
発
願
利
生
」
の

章
の
要
約
）

自
分
の
た
め
に
だ
け
生
き
る
の
が
決
し
て
人

生
で
は
な
い
し
、
欲
を
む
さ
ぼ
る
だ
け
で
よ
い
生
活
が
送
れ

る
わ
け
で
も
な
い
、
人
は
人
と
の
つ

な
が
り
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
強
く
教
え
ら
れ
る
言
葉
（
経
）

で
す
。

「
仏
の
心
」
即
ち
「
福
祉
の
心
」

と
置
き
換
え
れ
ば
、
今
必
要
な
の
は

人
と
人
を
信
頼
で
結
ぶ
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
存
在
意
義
で
あ
る
こ
と
が

一
目
瞭
然
で
す
。

人
と
し
て
、
組
織
と
し
て
真
に
求

め
ら
れ
て
い
る
も
の
を
私
た
ち
役
職

員
一
同
努
力
し
て
築
き
上
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
皆
様
方

の
ご
指
導
、
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
一
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う

心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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平成２２年１月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．１６５( ２ )

11
月
21
日
（
土
）
、
奥
多
摩
町
福
祉
会
館
一
階
集

会
室
で
、
第
37
回
の
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
多
く
の
住
民
の
方
々
に
社
会
福
祉

の
啓
発
と
、
福
祉
事
業
へ
の
ご
理
解
を
よ
り
深
め
て

い
た
だ
く
為
に
、
奥
多
摩
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
主

催
で
、
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
町
長
、
町
議
会
議
長
、
自
治
会
連
合
会

長
を
は
じ
め
多
く
の
ご
来
賓
の
方
々
に
出
席
し
て
い

た
だ
き
、
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
一
部
の
式
典
で
は
、
高
額
な
ご
芳
志
を
寄
せ
ら

れ
た
方
々
、
永
年
継
続
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、
永

年
勤
続
の
理
事
・
評
議
員
の
方
々
（
18
名
）
に
、
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
21
年
中
に
結
婚
50
年
の
金
婚
を
迎
え

ら
れ
た
21
組
の
ご
夫
婦
に
記
念
品
を
贈
呈
し
、
お
祝

い
い
た
し
ま
し
た
。

第
二
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
落
語
協
会
の

「
三
遊
亭
き
ん
歌
」
さ
ん
と
「
柳
家
さ
ん
弥
」
さ
ん

に
よ
る
落
語
会
が
行
な
わ
れ
、
笑
い
の
絶
え
な
い
、

楽
し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。

《
感
謝
状
贈
呈
者
》

（
順
不
同
）

◎
高
額
寄
付
者
（
10
名
）

石
田

充
法

様

中
村

悟

様

河
村
フ
ノ
子

様

片
倉

和
彦

様

濱
野

悟

様

茅
野
ト
キ
子

様

金
子

克
弘

様

柴
田

昌
司

様

木
村
六
之
助

様

金
子

節
男

様

◎
継
続
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
５
名
）

杉
の
実
会

清
水

髙
明

様

栃
久
保
マ
マ
さ
ん
ク
ラ
ブ

橋
詰

良
江

様

奥
多
摩
奉
仕
会

矢
野

光
江

様

食
事
サ
ー
ビ
ス
か
た
く
り
の
会

鈴
木

清
美

様

大
和

則
子

様

◎
永
年
勤
続
役
員
（
３
名
）

師
岡
さ
と
子

様

原
島

富
子

様

牧
野

綾
子

様

（
挨
拶
を
す
る
大
舘
会
長
）



平成２２年１月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．１６５( ３ )

《
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦

21
組
》

（
順
不
同
）

中
村

悟
・
貞
子

様
（
川

井
）

藤
野

光
雄
・
タ
マ
ヱ
様
（
川

井
）

師
岡

智
・
清
子

様
（
川

井
）

平
原

勝
治
・
イ
ク

様
（
川

井
）

榎
戸

行
一
・
ミ
ヨ
子
様
（
大
丹
波
）

新
井

貞
一
・
静
子

様
（
丹
三
郎
）

吉
村

武
久
・
治
子

様
（
小
丹
波
）

大
野

一
惠
・
登
美
子
様
（
小
丹
波
）

山
宮
喜
野
枝
・
モ
ト
子
様
（
棚

沢
）

浅
見

幸
平
・
榮
子

様
（
白

丸
）

大
澤

昭
三
・
君
子

様
（
白

丸
）

橋
本

浩
宣
・
年
子

様
（
栃
久
保
）

杉
山

喜
作
・
カ
ツ

様
（
長

畑
）

杉
山

義
治
・
き
の
子
様
（
長

畑
）

杉
山

清
士
・
リ
エ

様
（
長

畑
）

(金婚者記念品贈呈 左・大舘会長 右・中村さんご夫婦)

石
田

光
正
・
恭
子

様
（
南
氷
川
）

天
野

信
弘
・
美
子

様
（
大

沢
）

原
島
喜
久
夫
・
千
代
子
様
（
日

原
）

小
川

雄
吉
・
モ
ト
子
様
（
海

沢
）

河
村

一
夫
・
美
和
子
様
（
川

野
）

山
口

洋
市
・
し
づ

様
（
留

浦
）

(感謝状贈呈者、金婚者、来賓、社協役員との記念撮影)



平成２２年１月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．１６５( ４ )

毎
年
実
施
し
て
お
り
ま
す
歳
末
た
す
け
あ
い
・
地
域
福
祉
募
金
運
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町

民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
多
額
の
募
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
治
会
を
は
じ
め
、
会
社
・
商
店
・
事
業
所
・
職
場
の
グ
ル
ー
プ
・
各
種
団
体
等
、
多
数
の
方
々

か
ら
募
金
を
い
た
だ
き
、
こ
こ
に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

１．自治会を通じての募金

自治会名 件 数 募金額（円） 自治会名 件 数 募金額（円）

川 井 145 174,600 栃久保 155 143,000

大丹波 129 130,685 大 沢 26 16,600

梅 沢 54 47,500 日 原 51 45,900

丹三郎 64 67,400 海 沢 131 97,450

小丹波 289 357,700 境 51 50,800

棚 沢 184 152,962 中 山 35 30,222

白 丸 50 50,777 原 28 25,700

大氷川 144 150,400 川 野 18 26,000

常 磐 105 128,100 留 浦 12 31,000

長 畑 74 61,300 峰 谷 46 77,000

南氷川 88 140,000 合 計 1,879 2,005,096

２．社会福祉協議会窓口扱いの募金

区 分 件 数 金 額（円）

事業所・団体 ６０ ９７６，０３５

個 人 １８ １３７，５９８

合 計 ７８ １，１１３，６３３

五
、
〇
〇
〇
円
以
上
の
募
金

順
不
同
・
敬
称
略

■
川

井

大
場

久

佐
々
木
正
一

竹
内
和
子

中
村

猛

師
岡
清
子

澤
本

久

河
村
恵
美
子

中
村
文
子

大
野
設
備
工
業
所

中
村
建
築

ヘ
ア
リ
ゾ
ー
ト
ゆ
い

■
大
丹
波

榎
戸

一

須
崎
正
子

須
﨑
澄
雄

㈲
カ
ネ
久
木
材

㈲
獅
子
口
屋

㈲
師
岡
建
材

■
梅

沢

浜
野
国
雄

奥
多
摩
な
つ
め
ろ
会

■
丹
三
郎

澤
本
春
代

澤
本
和
容

㈲
河
村
オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

㈱
城
西
製
作
所

㈲
小
林
石
油

水
墨
画
墨
彩
会

■
小
丹
波

安
藤
精
一

石
田
充
法

森
田
信
一

滝
島
マ
サ

村
木
順
一

柴
田
昌
司

師
岡
さ
と
子

師
岡
将
夫

原
島
水
江

㈱
昭
和
石
材
工
業
所

弘
美
堂

佐
久
間
建
設
㈱

佐
久
間
建
設
㈱
職
員
一
同

朝
日
運
輸
㈲

朝
日
建
設
㈱

木
の
家
・
奥
多
摩
森
林
工
芸
館

㈲
ス
ト
ア
ー
さ
か
も
と

丹
叟
院

古
里
保
育
園
職
員
一
同

コ
ー
ル
や
ま
ぶ
き

平成２２年１月１８日現在

平
成
22
年
１
月
18
日
現
在

募金合計 １， ９ ５７件 ３， １ １８ ， ７ ２９円



平成２２年１月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．１６５( ５ )

■
栃
久
保

村
木
洋
一

宇
佐
美
隆
子

河
村
工
務
店

周
慶
院

国
民
宿
舎
観
光
荘

安
下
処

栃
久
保
マ
マ
さ
ん
ク
ラ
ブ

奥
多
摩
奉
仕
会

コ
ス
モ
ス
の
会

■
大

沢

大
野
照
夫

■
日

原

大
舘

眞

や
ま
ゆ
り
会

■
南
氷
川

木
村
寿
郎

川
辺
キ
ン

片
倉
和
彦

デ
イ
リ
ー
ス
ト
ア
㈲
清
月
堂

花
福
生
花
店

㈱
原
新

㈱
佐
藤
商
店

㈱
三
河
屋
旅
館

㈲
若
松
屋

荒
澤
屋
旅
館

南
氷
川
食
糧
販
売
所

㈲
田
中
屋
洋
品
店

石
田
会
計
事
務
所

農
家
ヘ
ム
ロ
ッ
ク
有
志
一
同

㈲
石
井
回
春
堂
薬
局

㈲
三
共
堂
薬
局

氷
川
保
育
園
職
員
一
同

奥
多
摩
手
話
サ
ー
ク
ル
も
み
じ

■
常

磐

奥
平
勝
蔵

小
澤

大

河
村
光
春

小
林
冨
士
江

杉
村
誠
二

㈲
塩
野
産
業

㈲
井
登
屋
商
店

㈲
小
作
商
店

㈲
奥
多
摩
モ
ー
タ
ー
ス

す
ず
ら
ん
美
容
室

小
澤
茸
セ
ン
タ
ー

琴
清
苑
職
員
親
和
会

㈶
氷
川
保
善
会

扇
和
会

由
美
之
会

奥
多
摩
民
舞
謡
連
盟

■
境岡

部
栄
治

岡
部
益
雄

島
崎
武
雄

細
谷
更
次

山
染
紡

■
棚

沢

神
田
幸
雄

原
島

勇

若
林

蕃

若
林
み
よ

加
藤
嵩
雄

石
田
勝
久

一
心
亭

清
水
土
木
建
設
㈱

棚
沢
杉
の
実
会

鳩
ノ
巣
生
花
教
室

■
白

丸

大
澤
五
百
子

森
谷
英
雄

浅
見
奉
功

■
海

沢

三
富
昇
道

堀
口
光
代

奥
多
摩
霊
園

マ
ウ
ナ
・
ラ
ニ

寿
楽
荘
職
員
一
同

双
葉
会
診
療
所

双
葉
会
診
療
所
職
員
一
同

東
京
多
摩
学
園
職
員
一
同

■
長

畑

杉
山
金
三

杉
山

初

㈱
山
城
屋

岳
心
流
多
摩
愛
吟
国
風
会
氷
川
教
室

消
防
Ｏ
Ｂ
六
〇
会

■
大
氷
川

大
野

尚

宇
佐
美

弘

武
田
章
平

宇
佐
美
健
治

ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｓ
Ｕ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ｉ

玉
翠
荘

ス
ー
パ
ー
小
川

荒
井
印
刷
所

幸
楽

高
橋
歯
科
医
院

㈲
鈴
木
電
気
商
会

杉
浦
建
設

清
水
建
築

㈲
寿
々
喜
家

大
氷
川
食
糧
販
売
所

伸
光
印
刷
所

氷
川
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

奥
多
摩
町

奥
多
摩
町
三
役
会

奥
多
摩
町
課
長
会

奥
多
摩
町
係
長
会

奥
多
摩
町
職
員
組
合

大
氷
川
大
寿
会

ヨ
ー
ガ
教
室

小
峰
電
気
管
理
事
務
所

奥
多
摩
町
社
協
た
い
焼
き
屋

奥
多
摩
町
民
生
・
児
童
委
員
協
議
会

奥
多
摩
町
社
協
職
員
一
同

■
中

山

望
田

豊

■
原金

丸

稔

■
峰

谷

河
村
昉
可

大
野
利
明

清
水
善
太
郎

坂
村

勝

峰
谷
建
設
㈱

福
次
商
店

■
川

野

酒
井

久

酒
井
ま
り
子

本
沢
陽
一
郎

■
留

浦

島
崎
軍
治

㈲
た
ち
ば
な
建
材

募
金
の
配
分
は
、
民
生
委
員
さ
ん
と
自
治
会
長
さ
ん
が
協
議
を

し
て
対
象
世
帯
を
調
査
し
、
そ
の
調
査
に
基
づ
き
、
平
成
21
年
12

月
21
日
に
福
祉
会
館
で
行
い
ま
し
た
配
分
委
員
会
（
町
長
、
町
議

会
議
長
、
社
会
福
祉
委
員
﹇
民
生
委
員
23
名
﹈
、
社
協
正
副
会
長
、

社
協
理
事
﹇
１
名
﹈
、
福
祉
保
健
課
長
）
で
次
の
よ
う
に
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
福
祉
活
動
費
は
、
共
同
募
金
会
へ
納
入
し
、
次
年
度
、
社
会

福
祉
協
議
会
へ
配
分
さ
れ
、
地
域
福
祉
事
業
の
た
め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

<内容及び金額>

○援助を必要とするご家庭
２４世帯（３８名）へ

５４６，０００円

○災害見舞金
１世帯 １００，０００円

○事務費
郵券代、チラシ代等

７４，２７０円

○平成２２年度地域福祉活動費
福祉機器貸出事業、ボランティア事業等
２，３９８，４５９円

募

金

の

配

分

先

の

決

定



平成２２年１月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．１６５( ６ )

月 日 金 額 ご 主 旨 等 住 所 氏 名

10月 7日 5,000円 福祉のために 匿 名

10月 7日 7,000円 福祉のために 匿 名

10月 7日 19,000円 福祉のために 匿 名

10月21日 255,571円
第12回チャリティーゴルフ大会の
収益金を福祉のために

奥多摩町民ﾁｬﾘﾃｨｰｺﾞﾙﾌ
大会実行委員会

10月26日 11,953円 福祉のために
青梅交通安全協会第10
支部有志一同

10月28日 10,000円 福祉のために 匿 名

11月 1日 31,989円
ふれあいまつりチャリティー歌謡祭
の収益を福祉へ

奥多摩なつめろ会

11月 2日 100,000円 金婚式を迎え感謝を込めて 氷川1,413 石田光正・恭子

11月 4日 8,000円
ふれあいまつりの売上の一部を福
祉のために

奥多摩消防少年団
代表齊藤次男

11月 5日 11,207円
ふれあいまつりの収益の一部を福
祉へ

社協たい焼き屋

11月12日 100,000円
亡妻、トメ子様の生前謝意とし
て福祉のために

氷川872 小澤元一

11月17日 10,000円
ふれあいまつりの売上の一部を福
祉へ

奥多摩手話サークルもみじ

11月17日 2,879円 小銭を貯めて福祉へ 匿 名

11月19日 50,000円
亡母、ヲリ様の生前謝意として
福祉のために

氷川181 内田利一

11月20日 10,000円
ふれあいまつりの収益金を福祉
のために

氷川452 ジャカランダの会

11月20日 30,000円
亡父、敏夫様の生前謝意として
福祉のために

青梅市上町336-
7

小林 衛

11月21日 30,000円 金婚を記念して福祉のために 白丸37 浅見幸平

11月24日 100,000円 金婚を記念して福祉のために 川井212 藤野光雄・タマヱ

11月24日 50,000円 金婚を記念して福祉のために 氷川2,225-1 天野信弘

11月25日 50,000円 金婚を記念して福祉のために 氷川733 杉山清士・リエ

11月25日 50,000円 金婚を記念して福祉のために 氷川701 杉山喜作・カツ

11月27日 30,000円 金婚を記念して福祉のために 小丹波483-2 吉村武久・治子

11月27日 30,000円 金婚を記念して福祉のために 日原698-1 原島喜久夫

平 成 2 １ 年 1 ０ 月 ７ 日 ～ 平 成 ２ ２ 年 １ 月 １ ５ 日 ( 敬 称 略 )



平成２２年１月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．１６５( ７ )

月 日 金 額 ご 主 旨 等 住 所 氏 名

11月27日 12,500円 福祉のために 匿 名

11月30日 50,000円
亡母、スミ様の生前謝意として
福祉のために

海沢473 村木冨士雄

12月 3日 50,000円 福祉のために 梅沢77-3 濱野 悟

12月 4日 10,000円
ふれあいまつり特産物売上金の
一部を福祉のために

奥多摩町農業委員会

12月9日 100,000円 福祉のために 川井153 中村 悟

12月14日 690円 小銭を貯めて福祉へ 氷川1,781-1 栃久保ママさんクラブ

12月17日 10,000円
車イスを借りたお礼に福祉のため
に

小丹波429 木村美与志

12月25日 200,000円 福祉のために 氷川1,445-2 片倉和彦

1月 5日 5,000円 福祉のために 氷川166 江戸神輿保存会三杉会

1月12日 5,250円 福祉のために 匿 名

1月15日 100,000円 金婚を記念して福祉のために 川井423 師岡 智

1月15日 50,000円
病身を越えて金婚を迎えた感謝
を福祉へ

川井423 師岡清子

月 日 品 物・数 量 住 所 氏 名

10月27日 未使用切手 多数 匿 名

11月 4日 オムツ類、肌着、介護用衛生材料 多数 海沢498 小川武志

12月10日 ゆず 多数 川井423 師岡清子

12月18日 お米券 10㎏分 匿 名

12月21日 ゆず 多数 氷川775 杉山 初

本
会
評
議
員
の
退
任
に
伴
い
、
新
た
に
次
の

方
々
が
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

評
議
員
の
就
任

清
水

典
子

師
岡

伸
公

任
期

平
成
21
年
12
月
24
日

〜
平
成
23
年
6
月
2
日

評
議
員
の
退
任

師
岡

智

須
崎

眞

退
任
年
月
日

平
成
21
年
11
月
30
日

長
い
間
、
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



平成２２年１月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．１６５( ８ )

佐
藤

泰
信

氏

小
沢

大

氏

全
国
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰
受
賞

去
る
11
月
20
日
、
日
比
谷
公
会
堂
で
開
催
さ
れ

た
全
国
社
会
福
祉
大
会
に
お
い
て
、
佐
藤
泰
信
副

会
長
（
評
議
員
・
理
事
・
副
会
長
と
し
て
通
算
21

年
）
、
小
澤

大
理
事
（
評
議
員
・
理
事
と
し
て

通
算
27
年
）
の
両
氏
が
、
永
年
に
わ
た
り
当
法
人

の
役
員
と
し
て
ご
尽
力
さ
れ
、
ま
た
、
地
域
福
祉

の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
全
国

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

鈴
木

ア
ツ
子

氏

東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰
受
賞

去
る
１
月
22
日
、
東
京
都
庁
第
一
本
庁
舎
で
開

催
さ
れ
た
東
京
都
社
会
福
祉
大
会
に
お
い
て
、
鈴

木
ア
ツ
子
理
事
が
、
永
年
に
わ
た
り
当
法
人
の
役

員
と
し
て
ご
尽
力
さ
れ
、
ま
た
、
地
域
福
祉
の
向

上
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
東
京
都
社

会
福
祉
協
議
会
会
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

１
月
１
日
付
け
で
、
職
員
の
採
用
及
び
人
事
異
動

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

《
採

用
》原

島

慧
美

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

《
異

動
》

ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
奥
多
摩

相
談
員

石
津

静
世

（
前
）
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

昨
年
9
月
よ
り
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
社
会

福
祉
士
と
し
て
従
事
し
て
お
り
ま
す
岸
と
申
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
オ
フ
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
で
全
国
各
地
を

駆
け
巡
り
、
「
自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
で
暮
ら
し
た
い
」

と
強
く
想
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
生
ま

れ
育
っ
た
埼
玉
県
の
大
宮
を
離
れ
、
ご
縁
が
あ
っ
た

奥
多
摩
町
に
移
住
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

岸

靖
友

の
中
に
あ
り
ま
す
。
私
の
主
な
担
当
業
務
は
、
高
齢

者
に
関
す
る
総
合
相
談
、
介
護
予
防
、
権
利
擁
護
、

成
年
後
見
制
度
の
利
用
支
援
等
で
す
。

今
後
、
奥
多
摩
の
地
域
性
を
よ
り
深
く
熟
知
し
、

万
難
を
排
し
て
地
域
の
皆
様
の
た
め
に
貢
献
し
て
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

原
島

慧
美

は
じ
め
ま
し
て
、
1
月
1
日
付
け
で
入
職
し
ま
し

た
原
島
慧
美
で
す
。
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

私
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
奥
多
摩
町
で
福
祉
の
仕
事

が
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
思
い
が
叶
い

と
て
も
嬉
し
く
、
毎
日
利
用
者
皆
様
の
笑
顔
が
み
れ

て
楽
し
い
で
す
。

今
は
、
皆
様
の
顔
と
名
前
、
住
ん
で
い
る
場
所
を

覚
え
る
の
に
奮
闘
し
て
い
る
日
々
な
の
で
、
不
慣
れ

な
私
の
方
が
、
皆
様
に
教
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
ば

か
り
で
す
。
皆
様
は
優
し
く
・
楽
し
く
教
え
て
く
だ

さ
る
の
で
、
私
も
自
然
と
笑
顔
に
な
り
ま
す
。

早
く
仕
事
を
覚
え
、
私
か
ら
皆
様
に
楽
し
い
・
嬉

し
い
こ
と
を
提
供
出
来
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▲佐藤 泰信 氏

▲小澤 大 氏



平成２２年１月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．１６５( ９ )

赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、
一
人
ひ
と
り
が
助
け
合
い
、
支
え
あ
う
思
い
や

り
の
募
金
活
動
で
す
。

募
金
は
全
額
、
東
京
都
共
同
募
金
会
へ
送
金
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
民
皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平成２１年度 赤い羽根共同募金自治会別等の集計

自治会名 件 数 金 額 日 原 51件 31,700円

川 井 153件 95,050円 海 沢 132件 78,000円

大 丹 波 133件 73,549円 境 54件 34,000円

梅 沢 54件 42,000円 中 山 34件 24,920円

丹 三 郎 69件 30,100円 原 27件 20,600円

小 丹 波 322件 112,100円 川 野 18件 22,600円

棚 沢 192件 113,000円 留 浦 15件 11,300円

白 丸 48件 15,505円 峰 谷 47件 29,500円

大 氷 川 158件 96,000円 自治会合計 1,956件 1,099,245円

常 磐 104件 64,400円 窓口募金 7,910円

長 畑 75件 43,500円 役場職員 6,049円

南 氷 川 90件 55,000円 社協職員 5,415円

栃 久 保 152件 92,800円 合 計 1,956件 1,118,619円

大 沢 28件 13,621円

10
月
21
日
、
飯
能
く
す
の
樹
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
に
於

い
て
、
奥
多
摩
町
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
は
12
回
目
を
む
か
え
、
１
４
６
名
の
多
数
の
方
々

が
参
加
し
、
晴
天
の
下
、
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
２
５
５
，
５
７
１

円
の
寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
付
金
は
町

内
の
福
祉
事
業

に
、
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま

す
。大

変
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

(

左
・
原
島
実
行
委
員
長

右
・
大
舘
会
長)



平成２２年１月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．１６５( １０ )

11
月
１
日
、
登
計
原
総
合
運
動
公
園
に
て
、
奥

多
摩
な
つ
め
ろ
会
に
よ
る
奥
多
摩
ふ
れ
あ
い
ま
つ

り
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌
謡
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
青
空
の
下
、
大
勢

の
お
客
さ
ん
を
前
に
、
多
数
の
方
々
が
熱
唱
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
歌
謡
祭
の
収
益
金
３
１
，
９
８
９
円
を
社

会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
寄
付
金
は
、
町
内

の
福
祉
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

資金種類 資金の目的 貸付限度額

教育支援資金
教育支援費

学校教育法に規定する高校、高等専

門学校、短期大学、大学専修学校の

授業料などに必要な費用

高校３.５万円/月

高専・短大６万円/月

大学６.５万円/月

就学支度費 上記の学校の入学金 ５０万円

福祉資金
福祉費(主なもの)

住居の移転費等、給排水設備設置費 ５０万円

障がい者用自動車購入費 ２５０万円

負傷又は疾病の療養費等 １７０万円

緊急小口資金 一時的な生活費(対象理由あり) １０万円

（新設）

総合支援資金

生活支援費 生活再建までの生活費(１年以内)
複数世帯２０万円/月

単身世帯１５万円/月

住宅入居費 賃貸契約時の敷金・礼金等 ４０万円

一時生活再建費 生活再建のための一時的な費用 ６０万円

不動産担保型

生活資金

高齢者世帯 不動産を担保に生活費を貸付 土地評価額の７０％

要保護高齢者世帯 不動産を担保に生活費を貸付 土地・建物評価額の７０％

「生活福祉資金制度」は、所得の少ない世帯、障がい者や介護を要する高齢者のいる世帯に対して、

その世帯の安定と経済的自立を図ることを目的に、資金の貸付を行なっていますが、厳しい雇用経済

情勢に対応し、新しいセーフティネットとしてより多くの皆様が利用できるように、見直しが行なわ

れました。

主な改正点は、失業などにより生活の維持が困難な方に、継続的な相談支援と生活費及び一時的な

資金の貸付を行なう「総合支援資金の創設」「連帯保証人要件の緩和」「貸付利子の引下げ」です。

なお、この資金をご利用いただくには詳細な要件がありますので、詳しくは社会福祉協議会までご

相談下さい。

生活福祉資金貸付制度(改正後)

(

左
・
大
舘
会
長

右
・
濱
野
会
長)



平成２２年１月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．１６５( １１ )

第３７回奥多摩町福祉大会において、社会福祉協議会、ボランティア団体から推薦をされた方々５名が

ボランティア表彰を受賞されました。

今回の受賞は、永年にわたり各地域や福祉施設などにおいてボランティア活動を継続され、その功績が

顕著と認められたものです。

改めて皆様のご尽力に敬意と感謝申し上げます。

感謝状贈呈者は、次の方々です。

・清水髙明さん（杉の実会）・橋詰良江さん（栃久保ママさんクラブ）・矢野光江さん（奥多摩奉仕会）

・鈴木清美さん（食事サービスかたくりの会）・大和則子さん

ボランティア養成事業の一環で開催された、平成２１年度手話講習会の全日程（全１５回）が修了しま

した。今年度は１３名が受講されました。

６月から半年間の講習会に通われた受講生の皆さんが、最後に一人ひとり感想を手話で述べられ、和や

かな雰囲気の修了式となりました。

来年度も計画したいと思いますので、多くの方のご参加をお待ちしております。

講師の片倉和彦さん、榎戸順子さん、中西美千代さん、ご協力ありがとうございました。

また、講習会が終了しても「奥多摩手話サークルもみじ」に参加することもできますので、お気軽にお

問い合わせ下さい。

「奥多摩手話サークルもみじ」

代表 片倉和彦 ＴＥＬ（８３）８０３０

○活動日時：毎月第３木曜日 午後７時００分

○会場：奥多摩町福祉会館 ボランティアセンター

ボ ラ ン テ ィ ア 通 信
ボランティア・センターおくたま

社会福祉法人
奥多摩町社会福祉協議会
〒198-0212奥多摩町氷川199

（福祉会館１階）

電 話:(0428)83-3883
電 話:(0428)83-3855
ＦＡＸ:(0428)83-2567
E-mail:borasen@okusyakyo.or.jp

Ｎｏ．61
開所時間

月曜～金曜

午前8時30分～

午後5時30分

(
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・
大
舘
会
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・
矢
野
さ
ん)

(

左
・
大
舘
会
長

右
・
清
水
さ
ん)



平成２２年１月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．１６５( １２ )

９月２９日～１月１８日

ボランティア養成事業の一環で開催された、平成２１年度点

字講習会が、全１０回の日程をすべて修了しました。前年度に

引き続いての点字講習会でしたが、今年度は８名が受講されま

した。

今年は１歩前進して、絵本を点訳するなど積極的に講習会を

受講されました。初めて点字を学ぶ方も、回を重ねるごとに点

字の楽しさを覚え、とても意欲的に取り組み無事“修了”する

ことができました。

来年度も、計画したいと思いますので多くの方のご参加をお

待ちしております。

講師の須崎葉子さん、澤本清美さん、ご協力ありがとうござ

いました。

ボランティア保険は、年度途中に加入された方も補償期間は３月３１日までとなり、４月から新たに保

険の加入が必要となります。

現在、ボランティア保険に加入されている方、これからボランティア活動をはじめようと思っている方

は「ボランティア・センターおくたま」までご連絡をお願いします。

ボランティア団体に登録されている方は、各団体の代表者に取り

まとめを依頼いたしますので、各代表者へご連絡して下さい。

「ボランティア・センターおくたま」にボランティア登録されて

いる方の保険料については、社会福祉協議会で負担いたします。

（年間保険料３００円コースに限る）

《 使 用 済 切 手 ・ テ レ カ 》
石 田 会 計 事 務 所 様 グリ ーン ウ ッ ド 奥多摩 様 安 藤 サ エ 子 様

榎 戸 一 様 栃久保ﾏ ﾏ さ ん ｸ ﾗ ﾌ ﾞ 様 小 河 内 建 設 ㈱ 様

大 舘 建 設 工 業 ㈱ 様 M ＆ C 軽 体 操 様 町 教 育 課 様

岡 部 実 様 青 梅 信 用 金 庫 様 大 沢 隆 次 様

望 田 千 恵 子 様 原 島 た い 子 様 藤 野 ヒ デ 子 様

盛 田 正 輝 様 澤 本 和 容 様 片 倉 健 夫 様

内 田 利 一 様 双 葉 会 診 療 所 様 小峰電気管理事務所 様

天 野 紗 希 様 奥多 摩総合開発㈱ 様 奥多摩さかな養殖センター 様

大 和 則 子 様 下 田 時 治 様 佐 久 間 建 設 ㈱ 様

古里診療所職員一同 様
東京都水道局小河内
貯 水 池 管 理 事 務 所 様 匿 名 ３ 名

▲講師の須崎さん（前列左から二人目）、

澤本さん（後列左）と受講生

平成２１年度加入状況

団 体 １６団体 ２０５名

個 人 ５９名

合 計 １６団体 ２６４名

ボランティア通信№６０「点字講習会受講生募集」の文中、講師の氏名が「澤本清子」氏

とありますが、正しくは「澤本清美」氏です。 お詫びして訂正します。


